
「Googleマップ」での危険個所の表示方法

1. Googleアカウントにログイン

○ Googleマップにアクセスする前に、Googleアカウントにログインします。

2. Googleマップを開く

○ Googleマップにアクセスします。

3. 「マイマップ」を開く

○ Googleマップの左上にあるメニュー（ハンバーガーアイコン）をクリックし、「マイマップ」を選

択します。

○ 「地図を作成」をクリックします。

4. 地図のタイトルと説明を設定

○ 新しい地図のタイトルと説明を入力して、作成した地図の目的を明確にします。

5. 小学校区の範囲を設定

○ 小学校区の範囲を地図に示すために、ポリゴンを作成します。

○ 地図のツールバーにある「線を描画」アイコンをクリックし、「ポリゴンを追加」を選択します。

○ 地図上でクリックして小学校区の範囲を描き、最後に開始地点をクリックしてポリゴンを完成

させます。

6. 危険個所をマップに追加

○ 地図のツールバーにある「マーカーを追加」アイコンをクリックします。

○ 危険個所（例えば、交通事故が多発する交差点、歩道が狭い場所、暗い通りなど）にマー

カーを追加します。

○ マーカーをクリックして詳細情報（危険の種類、具体的な説明など）を入力します。

7. 写真や動画を追加（オプション）

○ 危険個所の視覚的な情報を追加するために、写真や動画をマーカーに添付します。

○ マーカーの詳細情報ウィンドウで「画像を追加」や「動画を追加」をクリックしてファイルをアッ

プロードします。

8. レイヤーを活用

○ 複数のレイヤーを作成して、異なる種類の危険個所を分類することができます。

○ 「レイヤーを追加」をクリックして新しいレイヤーを作成し、それぞれのレイヤーにマーカーを

追加します。

9. 地図の共有設定を行う

○ 作成した地図を他の人と共有するために、地図の共有設定を行います。

○ 「共有」ボタンをクリックして、リンクを共有するか、特定の人にアクセス権を設定します。

10. 地図を保存して公開

○ すべての情報を入力したら、地図を保存します。

○ 必要に応じて地図を公開して、広く情報を共有します。

これらの手順に従うことで、小学校区の危険個所マップをGoogleマップで効果的に作成できます。


